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期 ~ 前期初）、国の形成（弥生時代前期末 ~ 中期前半）、楽浪・三韓との交易（弥生時代後半期）、








































































































異なり、無文土器時代前期にみられる細長い長舟形石庖丁（図 8 － 2 ～ 4）と同様な石庖丁が、















































































































































から有名な金海会峴里貝塚では、弥生前期末～中期初頭に相当する金海式甕棺 3 基⑸ （図 16 下左）
を榧本杜人が発掘している（榧本杜人 1980）。2005 年の平面積わずか 60.2㎡の発掘では、中期初頭




















































須玖岡本 D 地点（通称）の甕棺墓と福岡県前原市三雲南小路の２基の甕棺墓で、これらは 30 面
前後の完形の中国前漢鏡や、天のシンボルである璧（ガラス製）をはじめ多くの副葬品を独占す
る。三雲・井原遺跡南小路 1 号甕棺墓の金銅製四葉座飾金具（木棺の飾金具）は、東夷の王の証



























































いずれも漢代の 1 尺にあたる 23㎝であり、後漢の王充が著した『論衡』の「知能之人、須らく
三寸之舌、一尺之筆」という記述では「三寸之舌」が弁舌さわやかであること、「一尺之筆」が
文章をよく書くことを意味するので、茶戸里一号墓の筆は筆記用になると論証した。
　重さを量る際の錘である天秤権は、4 点の銅環（大（a）1 点・中（b・c）2 点・小（d）1 点）
が候補となり、重さは小が 5.20 ｇ、中が 10.25 ｇと 11.55 ｇ、大が 22.73 ｇで倍々（2 の累乗倍）
の重さとなる。そして、中のうちのどちらか 1 点は青銅の帯鉤の環となるため、大・中・小が 1
点ずつの組み合わせとなる。中国では天秤権は 10 点一組で 2 の累乗倍の重さとなり、天秤と一
緒に出るので、天秤権と考えられている。10 点を組み合わせて使うと、いちばん軽い天秤権の









































































半である。海村では、原の辻遺跡 16 点（五銖銭 1 点、大泉五十 1 点、貨泉 11 点、不明銭 2 点）、
御床松原遺跡（隣接の新町遺跡を含む）は 6 点（半両銭 2 点、貨泉 4 点）、元岡遺跡は 9 点（五
銖銭 1 点、貨泉 8 点）、今宿五郎江遺跡（隣接の大塚遺跡を含む）は貨泉 5 点、楽浪系土器はな
図23　日韓の中国銭貨(弥生時代後半期～古墳時代前期）
専修大学古代東ユーラシア研究センター年報　第 4 号　2018 年 3 月〈 23 〉
いが鳥取市青谷上寺地遺跡は貨泉 4 点であり、生活域から 4 点以上が出る。ほかに岡山県高塚遺
跡では貨泉 25 点、大阪府亀井遺跡でも貨泉 4 点が知られ、この 2 遺跡は海村ではないが、いず
れも海辺の遺跡で、海村に準じた役割を交易で果たしたとみられる。重要なのは、海村の多くが
原の辻遺跡を除くと国邑ではなく小規模な集落であるとともに、国邑やそれに準ずる集落では三





















朝鮮無文土器系の甕は、弥生中期後半の時期で、中国銭貨は現在 116 点（半両銭 20 点、五銖銭 96 点）
が残るが、甕の内面には中国銭貨の痕跡である緑青が円形に残る。この土器の模造品と 10 円玉
を使った実験によると、痕跡のところまで 10 円玉を満たすためには、500 枚以上が必要である
との結論が得られた（古賀信幸 ･ 豆谷和之 1995）。海村の生活域に残された中国銭貨をはるかに
凌駕する量が、当時流通してことがわかる。
　これは韓国でも同じである。韓国の海村である慶尚南道泗川市勒島では五銖銭・半両銭あわせ
て 5 点が出た。また全羅南道海岸部の巨文島では五銖銭 980 枚が採集された。近年、仁川市雲北
洞遺跡 5 地点 2 号住居跡からは、紐に通した緡銭の状態、日本の中世に流通した銭貨でも用いら
れたような状態の五銖銭 15 点（別の 1 点と破片を含めると合計 17 ～ 18 点）が出た。また、東
北亜支石墓研究所が 2015 年 11 月から 2016 年 1 月に発掘した光州市伏龍洞遺跡 2 区域 1 号土壙

















　最初に知られた権は原の辻で出た青銅製の棹秤権である。現存高 4.3㎝、幅 3.49㎝、厚さ 2.85㎝、
重量 150 ｇの釣鐘状で横断面は楕円形をなし、頂部には半円形の鈕の痕跡がわずかに残る。側面
図26　国邑と海村の関係模式図
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　このうち一番小さい権（図 28 － 6）の時期は弥生時代後期後半で、現状の重さは 7.5 ｇである。







　このほか、貨泉が 4 点出た亀井遺跡でも 1981 年 7 月にＳＫ 3165 という土坑から石製の天秤
図27　本行遺跡(1・2）と亀井遺跡の石製天秤権(A～k） 図28　日韓の棹秤権
〈 26 〉日韓交流と渡来人－古墳時代前期以前－（武末）
権が出ていたことがわかった（森本晋 2012）。この石権は 11 点あり、その重さは未完成品の
D を除く 10 点のうち、最も軽い 8.7 ｇの A が基本単位で、B と C はその 2 倍、E・F は 4 倍、
G は 8 倍、H・I は 16 倍、J・K は 32 倍となり、2 の累乗倍の重さを持つので、本来は 2 組の









　また、佐賀県吉野ヶ里遺跡田手二本黒木地区Ⅶ－ 316 調査区のＳＸ 2487 や福岡市比恵遺跡






























す（白井克也 2004）。石硯と研石の 2 点で 1 組になるため、ここでは各遺跡で出た石硯や研石は
一括し、各遺跡名を付けて○○硯と呼ぶ。
　番上硯１と比較対照した資料（図 30）は、島根県松江市の田和山遺跡で出土した石硯 1 点・
研石 1 点（田和山硯）、楽浪王盱墓で出土した石硯 1 点・研石 1 点（王盱墓硯）、東京国立博物館
が所蔵する小倉コレクション中の（伝）楽浪出土石硯 1 点・研石 1 点（（伝）楽浪硯）、韓国慶尚
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三韓軟質土器甕が出土した島根県山持遺跡である（図 39）。楽浪土器は短頸壺の完形品 1 個体と、






半の 4 世紀後半頃（筆者の有田Ⅰ A 期）の朝鮮半島系の遺物が、この時期の日本列島では珍し
く大量に出る。遺跡は大きく西地区と東地区に分かれ、その間は少し地形が落ち込む（図 40）。
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た中央炉（図 42 － 1）だから、渡来人の故地で
ある朝鮮半島南海岸地帯の竈が、西新町遺跡で再現されたことになる。また、本遺跡では竃と中












もヘラケズリではなくナデ仕上げの分厚い例（図 43 － 10）と、形態やケズリによる器壁の薄さ




製作と考えられる擬三国土器甑（図 43 － 14）と、土師器の技法である内面へラケズリを施すが、
膨らんだ胴部に把手がついて口がゆるやかに直立し、平底気味の丸底に小円孔があくなど、加耶















周溝墓で出た渡来系土器は、土師質の擬三国炉形土器 1 点のみである。本稿第 4 章でも述べたが、
西新町遺跡の分析結果からも、渡来人の墓地は別にあった可能性や墓には渡来系土器を副葬しな
図43　西新町遺跡(1～17）と原の辻遺跡(18～24）の半島系土器
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い風習ないし規制が存在した可能性のほかに、一定期間定住するがここで一生を終えない人々、
つまり「往来する渡来人」の可能性が提起される。
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